
9月10日（月）から14日（金）の5日間にわたり、社会基盤メン
テナンス教育センター及び舞鶴市内橋梁現場において、本
センターが開発に取組んでいる教育コンテンツの検証を行い
ました。

＜参加校＞
福島工業高等専門学校、和歌山工業高等専門学校、明石工
業高等専門学校、阿南工業高等専門学校、木更津工業高等
専門学校、舞鶴工業高等専門学校から計1６名



◎１日目（９月１０日）
全国各地の工業高等専門学校から１６名の高専生が参加しました。午前中は自己紹介、座学を受講。午後からは雨の中、
社会基盤メンテナンス教育センター(iMec)が保有する劣化サンプルをグループに分かれて探索しました。グループで話し合い
ながら劣化部位をデジカメで撮影し、現場実習を行いました。玉田教授からの詳しい説明を受け、それぞれのパソコンでレ
ポート作成、撮り忘れの写真を交換する姿もみられました。



◎２日目（９月１１日）
心配した雨もやみ現場実習が始まりました。この日は、相生橋でコンクリート橋の勉強です。ヘルメットが落ちないように、あ
ごひもの重要性を教えていただく場面もありました。橋の下では、コンクリートをハンマーでたたき、音の違いを確認。高い場
所には梯子で上って損傷部位の確認実習を行いました。帰校後は、維持管理計画の演習をしました。橋を通してグループで
話し合い、意見を出し合い、作業を分担することを学びました。最後にまとめた内容をグループごとに発表しました。



◎３日目（９月１２日）
蒸し蒸しする暑さの中、現場実習が始まりました。この日は、二ツ橋で鋼橋の勉強です。橋の下とその上を通る道路両方か
ら、鋼橋の仕組みと損傷部位の説明を受けました。重要箇所はデジカメで撮影し、帰校後のレポート作成に使用しました。午
後からはiMecで詳細探査実習です。電磁波レーダー、打音検査、サーモグラフィー、リバウンドハンマー各機器の用途の説
明を受けた後、実際に体験しました。



◎４日目（９月１３日）
舞鶴市で一番大きな斜張橋（クレインブリッジ）を見学に行きました。普段は道路の上を通り過ぎるだけですが、橋の内部に
入って中を見学できたことは、貴重な経験になりました。橋の内部では暗くて狭くて暑い空間でのメンテナンス作業の大変さ
を知りました。３日間お世話になったマイクロバスもこの日が最後でした。帰校後は、インターンシップの成果を個人のプレゼ
ンという形で発表しました。



◎５日目（９月１４日）
最終日です。学生たちはeラーニングで事前学修を経てインターンシップに参加しています。その成果と５日間の講習会で学
んだ内容とを学習到達度確認試験という形で確認します。この試験の結果により合格者には准橋梁点検技術者資格が認定
されます。試験終了後には、玉田教授より修了書が授与されます。最後にモニターアンケートを記入し５日間のインターン
シップは終了です。
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